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議議 会会

平
成
26
年
第
２
回
臨
時
会
は
５

月
16
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

承
　
認

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

○
平
成
25
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算（

第
10
号）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
か
ら
１
０
，
３
６

１
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
３
，

０
８
１
，
１
６
８
千
円
と
す
る
。

議
員
コ
ラ
ム

最
近
、
目
に
す
る
新
た
な
農
業
、

農
村
政
策
が
あ
り
ま
す
。
内
容
は

４
つ
の
改
革
で
す
。
①
農
地
中
間

管
理
機
構
②
経
営
所
得
安
定
対
策

③
水
田
フ
ル
活
用
④
日
本
型
直
接

支
払
制
度
。
特
に
興
味
を
持
っ
た

の
は
水
田
フ
ル
活
用
と
米
政
策
の

見
直
し
で
す
。

休
耕
す
る
の
は
高

齢
者
、
排
水
不
良
田
、

冷
害
が
主
な
理
由
だ

と
言
わ
れ
て
い
る
よ

う
だ
。
又
、
主
食
米

を
現
在
の
状
況
で
は

８
万
ト
ン
程
度
減
ら

す
と
の
話
が
あ
る
。

主
食
米
を
急
に
増
収
す
る
時
は
飼

料
米
な
ど
の
水
田
を
主
食
米
水
田

に
す
る
の
が
手
取
り
早
い
場
合
が

あ
る
と
の
思
い
が
意
図
し
て
い
る

よ
う
に
聞
こ
え
る
。
尚
、
畜
産
農

家
の
飼
料
不
足
が
生
じ
た
場
合
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
輸
入
飼
料
に

頼
る
の
が
軽
減
さ
れ
、
畜
産
農
家

の
安
定
が
見
込
ま
れ
る
。

原
案
可
決

○
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

・
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車

○
平
成
25
年
度
北
竜
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（

第
５

号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
か
ら
３
，
９
９
１

千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
３
５
２
，

３
３
０
千
円
と
す
る
。

○
平
成
25
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
６
号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
１
８
０
千
円
を

増
額
し
、
総
額
を
１
２
０
，
５
４

６
千
円
と
す
る
。

定定
例例
会会
をを

傍傍
聴聴
しし
まま
せせ
んん
かか

第
２
回
定
例
会
は

６
月
17
日
・
18
日
で
す
。

開
会
は
午
前
９
時
か
ら
で
す
。

水
田
フ
ル
活
用
の
例
で
反
当
た

り
10
万
５
千
円
に
な
る
と
書
い
て

あ
る
が
最
大
収
量
の
上
限
で
あ
る

６
俵(

５
万
円)

か
ら
８
俵(

８
万

円)

を
見
込
む
の
が
無
難
だ
と
思

う
。
飼
料
米
の
売
り
先
を
個
人
又

は
都
道
府
県
や
地
域
農
業
再
生
協

議
会
等
を
利
用
す

る
こ
と
、
最
終
的

に
は
農
林
水
産
省

に
報
告
書
を
提
出

す
る
こ
と
、
生
産

農
家
の
心
配
は
飼

料
米
に
も
検
査
が

あ
り
、
主
食
米
と

同
じ
で
等
級
、
水

分
、
検
査
場
所
な
ど
は
ほ
ぼ
決
定

し
て
お
り
検
査
手
数
料
も
納
め
る

こ
と
で
あ
る
。

新
た
な
農
業
、
農
村
政
策
等
々

を
す
べ
て
ク
リ
ア
す
れ
ば
所
得
の

倍
増
に
つ
な
が
る
の
か…

？

も
っ
と
も
っ
と
将
来
の
見
え
る

農
政
を
期
待
し
た
い
。

(

松
永)


